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創造的な書の学びと表現を目指して 

香川大学 教育学部 国語領域  講師 土佐 弥 

研究シーズの概要 

私は書道を専門としています。書道には様々な領域がありますが、私は書道教育、とりわけ高等学校芸術

科書道における「臨書」の学習方法に関心をもって研究しています。臨書とは、評価の定まった「古典」を

手本として書く、書道の中心的な学習方法の一つです。 

「書道」というと、どのような学びをイメージする

でしょうか。お手本の字形を追って、それに近づくた

めに繰り返し書く――そんな修業的で、やや受動的な

イメージがあるかもしれません。臨書も、一見すると

お手本という「答え」にいかに近づくかが重視され、

そこには学習者の思考の入り込む余地がないかのよ

うに思うかもしれません。しかし、臨書には学習者に

よる「解釈」が不可欠なのです。というのも、古典の

文字を見ても、その筆者がどのように筆や腕を動かし

たのか、どのような筆使いによってその線を生み出し

たのか、そのすべてを、目に見える文字そのものから

は直接知ることはできません。学習者は、古典の文字

からそれらを想像し、考え、実際に書くことを通して

古典を捉えていきます。つまり臨書は、単に手本を受

動的にまねるのではなく、古典を見て、考え、書き、さらに自分の臨書表現を省みて古

典を捉え直すという、能動的、創造的な営みでもあります（図１）。 

一方で、学習者が自分自身で古典を解釈することは容易ではありません。そこで私は、

同じ古典を異なる書き手が臨書した「臨書例」を教材として活用することで、学習者に

古典の多様な見方を示し、自ら古典を解釈し、それを臨書表現に結び付けるための学習

方法について研究しています。 

また、私自身、書作品の制作を行っています。比較的文字数の少ない漢字作品（図２）

や近代詩文書を中心に発表しています。ここでも目指しているのは、誰かの表現をその

まま模倣することではなく、「自分なりの表現」です。もちろん、師匠に憧れたり、他

者の作品を参考にしたりすることもありますし、そもそも、「自分なりの表現」といっ

ても、簡単にできるものではありません。しかし、目指すところは「自己表現」であり、

書作もまた創造的な営みだと考えています。 

書道教育の研究と書作。その両面を通して、少しでも書道の創造的な側面を伝えるこ

とに貢献できればと思っています。 

【利用が見込まれる分野】学校教育（書写・書道）、教員研修、生涯学習、文化・芸術活動
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図１ 臨書の学び 


